
2020年における環境対応車普及等による
自動車関連のCO2削減見通しについて
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資料６

平成21年12月22日 合同会議
第１回「平成21年度環境対応車普及方策検討会」

第１回「地球温暖化対策中長期ロードマップ検討会自動車WG」



「次世代自動車普及戦略」からの変更・修正点
①2009年度以降の貨物車・バス走行量 ：2008年度までの実績値より、ト
ラック物流効率化等の成果を踏まえ、現状趨勢の増加傾向からに伸
び率を下方修正。

②2009年度以降の軽油消費量：①走行量の減少により再計算、現状維
持から若干減少。

③2008年ガソリン消費量：統計値が公表されたことにより推計値を実績
値に補正修正。

④2009年度HV販売台数：予測値14万台→47万台(新型インサイトとプリ
ウスの販売が大幅に増加したことにより、11月までの販売台数から20
09年度の販売台数を予測)

⑤クリーンディーゼル乗用車：ゼロ→現在の乗用車市場におけるディー
ゼル保有シェア3％を維持。年間約9万台弱のクリーンディーゼル乗用
車が販売されるものとする。

⑥LPGによるCO2排出量：ゼロ（ガソリンの内数)→分離加算（ガソリンから
分離)。

⑦電力CO2排出係数：0.37kg‐CO2/kWh(実績値)→0.34kg‐CO2/kWh(電
事連が2010年目標とした電気事業者の努力目標値を使用)

⑧CO2排出削減率：2008年/2020年→1990年/2020年
※次世代自動車普及戦略：以下「普及戦略」、変更・修正版「改訂版」
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自動車市場見通しの考え方

(販売台数想定条件)
軽自動車：50歳以上人口予測と相関
乗用車；全人口予測と相関
貨物車・バス：現状維持（＋若干減少)
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「次世代自動車普及戦略、環境省次世代自動車普及戦略検討会、平成21年5月」より(「普及戦略」から変更無し)

＜販売(新車登録)台数想定＞ ＜平均使用年数想定＞

【保有台数予測結果】



自動車用燃料需要見通しの考え方
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「普及戦略」か
ら一部修正
修正①

(貨物車・バス
走行距離)

「次世代自動車普及戦略、環境省次世代自動車普及戦略検討会、平成21年5月」より(「普及戦略」から一部修正)

＜自動車燃費想定＞ ＜走行距離想定＞

【燃料消費量予測結果】
「普及戦略」か
ら一部修正
修正②

(軽油消費量)



「次世代自動車普及戦略、環境省次世代自動車普及戦略検討会、平成21年5月」より(「普及戦略」から変更無し)

＜トヨタプリウス販売実績＞ 【プリウスモデル】

＜トヨタマークⅡ販売実績＞ 【一般車モデル】

環境対応車普及モデルの考え方
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自動車市場及び燃料消費見通し
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自動車市場見通し(「普及戦略」から変更無し)

軽自動車(乗用車、トラック)は若干増加するも頭打ちとなり、自動車市場全体としては縮小。

燃料消費見通し(「普及戦略」から変更あり)

トラック・バスの走行量修正(減少)に伴う軽油消費量減少。

ガソリンからLPGを分離計上。



環境対応車普及見通し
環境対応車モデル数の想定(「普及戦略」から変更無し)

2015年以降モデル数一定

環境対応車普及見通し(「普及戦略」から変更あり)

2009年度乗用HV販売台数を上方修正

クリーンディーゼル乗用車を計上
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環境対応車燃料消費量及びCO2削減見通し
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環境対応車燃料消費量見通し(「普及戦略」から変更あり)

乗用HVのガソリン削減量、軽油削減量が拡大、EV電力量が縮小。

CO2削減見通し(「普及戦略」から変更あり)

燃料消費量の変更によりCO2削減量も拡大。
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